
3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

一
に
上
が
る
が
、
土
木
現
場
で

は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現

一
状
。
そ
う
し
た
中
、
堀
さ
ん

-
は
「
仕
事
に
携
わ
る
と
性
別

」
は
関
係
な
い
。
一
緒
に
仕
事

「
目
の
前
の
仕
事
を
覚
え
が
で
き
る
環
境
を
会
社
が
つ

る
こ
と
が
精
い
っ
ぱ
い
」
と
く
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
不

い
う
2
人
だ
が
、
堀
さ
ん
は
安
は
な
い
」
、
長
橋
さ
ん
は

「
い
ず
れ
は
大
き
な
現
場
を
「
女
性
な
ら
で
は
の
柔
ら
か

自
分
の
力
で
切
り
回
せ
る
技
さ
、
繊
細
さ
を
生
か
し
て
い
一
】
済
信
業

ク
ア
ッ
プ
が
し
っ
か
り
し
て
警
に
な
り
た
い
」
、
長
橋
け
る
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
一
訂
経
売
経
搭
註

い
る
た
め
、
仕
事
に
専
念
し
さ
ん
は
「
情
報
化
施
工
担
当
る
。
男
性
に
頼
る
部
分
は
あ
諸
日
読
産
材
態
慰

や
す
い
環
境
に
あ
る
」
(
長
者
と
し
て
1
人
で
現
場
に
行
る
が
、
両
方
の
良
い
面
を
と
一
関

1
4
7
m
は
⑬

橋
さ
ん
)
、
「
大
変
な
部
分
き
、
現
場
の
設
定
指
導
な
ど
り
な
が
ら
活
躍
で
き
れ
ば
い
』

は
あ
る
が
、
そ
の
分
、
周
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
将
い
」
と
こ
れ
か
ら
建
設
業
界

1

の
人
が
支
え
て
く
れ
、
や
り
来
の
夢
を
語
る
。
に
入
職
を
目
指
す
女
性
に
エ
一

や
す
い
」
(
堀
さ
ん
)
。
女
性
の
活
用
促
進
が
話
題

l
ル

を

送

る

。
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橋
梁
付
属
物
工
な
ど
を
進
め
一

世
紀
東
急
工
業
中
国
支
居
木
I
C
間
(
延
長
8
・8
J
)
て
い
る
。
工
期
は
日
年
2
月一

は
回
目
、
東
広
島
・
呉
道
路
の
う
ち
、
東
広
島
市
黒
瀬
町
幻
目
。
黒
瀬
I
C
i馬
木
I
一

の
宗
近
柳
国
地
区
舗
装
工
事
宗
近
柳
国
地
区
で
世
紀
東
急

C
間
が
完
成
す
れ
ば
、
東
広

の
現
場
(
広
島
県
東
広
島
市
)
工
業
が
担
当
す
る
舗
装
区
間
島
・
呉
道
路
辺
・

8
キ
ロ
の
全

に
広
島
工
業
大
学
の
学
生
約
(
延
長
約
1
・
8
キ
ロ
)
。
今
線
が
供
用
開
始
と
な
る
口

的
人
を
招
き
、
最
新
土
木
技
年
6
月
か
ら
約
1
万
8
0
0

現
場
で
は
、
年
末
の
効
率

術
の
勉
強
会
開
い
た
日
写
瞳
二
…
γv江
戸
麓
織
化
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

真
。
勉
強
会
で
は
同
工
事
に
糟
一
必
心
が
い
一
一
一
一
一
…
一
…
日
以
内

γ輔
調
最
新
土
木
技
術
を
採
用
。
勉

従
事
し
て
い
る
堀
智
優
さ
ん
野
勝
機
¥
二
三
鱒
轟
強
会
で
は
、
モ
ー
タ
ー
グ
レ

鱒
購
欝
幾
三
ダ

が
3
次
元
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
輔
関
関
輔
濯
機
機
器

l
ダ
!
を
用
い
た
3
次
一
元
マ

1
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
説
明
灘
ふ
補
問
機
騒
機
織
機
約
輪
欄
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
デ
モ

を

行

っ

た

。
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1
シ
ョ
ン
や
、
モ
一

現
場
は
、
中
園
地
方
整
備
覇
圏
踊
医
長
、
齢
!
タ
!
グ
レ
ー
ダ
ー
の
体
験
一

局
が
本
年
度
の
開
通
を
目
指

J

ご
み
繍
髄
潤
粗
酒
潮
騒
膨
酪
試
乗
な
ど
を
実
施
。
将
来
の
一

し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
東
融
輯
醐
輸
翻
眠
盟
園
田
輔
幽
・
建
設
業
を
担
う
若
者
に
最
新

広
島
・
呉
道
路
黒
瀬
イ
ン
タ
学
生
を
指
導
す
る
堀
さ
ん
の
土
木
技
術
を
体
験
し
て
も

l
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世紀東急工業中国支庖土

女性技術者に聞く

世
紀
東
急
工
業
中
国
支
底
が
四
日
に
東
広
島
・
呉
道
路
宗
近
柳

園
地
区
舗
装
工
事
(
広
島
県
東
広
島
市
)
の
現
場
で
開
い
た
最
新

土
木
技
術
勉
強
会
に
入
社
1
年
目
の
2
人
の
女
性
技
術
者
が
参
加

し
た
。
今
は
「
上
司
の
下
で
勉
強
中
」
と
い
う
堀
智
優
さ
ん
と
長

橋
栄
美
さ
ん
に
、
こ
の
世
界
に
入
っ
た
き
っ
か
け
や
夢
を
聞
い
た
。

堀
さ
ん
は
、
東
広
島
・
呉

2
人
は
大
学
で
4
年
間
土

道
路
宗
近
柳
園
地
区
舗
装
工
木
を
学
ん
だ
。
掘
さ
ん
は

事
品
質
確
保
グ
ル
ー
プ
の
品
「
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る

質
確
保
技
術
員
。
約
2
カ
月
職
場
に
つ
き
た
い
と
思
っ
て

前
に
同
現
場
に
配
属
さ
れ
、
い
た
。
大
学
で
の
説
明
会
で

主
に
測
量
や
写
真
管
理
な
ど
心
を
打
た
れ
、
即
、
世
紀
東

を
担
当
し
て
い
る
。
長
橋
さ
急
工
業
を
受
け
る
こ
と
を
決

ん
は
本
社
技
術
本
部
技
術
部
め
た
」
、
長
橋
さ
ん
は
「
も

技
術
グ
ル
ー
プ
で
情
報
化
施
の
づ
く
り
が
好
き
だ
っ
た
の

工
を
担
当
し
、
全
国
の
現
場
で
、
多
く
の
建
設
会
社
の
説

を
支
援
し
て
い
る
。
明
会
を
受
け
た
。
そ
の
中
で

道
路
施
工
の
面
白
さ
、
深
さ

，
を
知
っ
た
」
と
い
う

O

U

男
社
会
と
言
わ
れ
る
土
木

橋
の
世
界
だ
が
、

2
人
と
も

混
「
学
生
時
代
か
ら
女
性
が
少

⑧
な
く
、
慣
れ
て
い
た
」
。
そ

ゐ
れ
で
も
建
設
業
界
に
対
す
る

拡
「
き
つ
い
、
汚
い
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
、
不
安
'

は
あ
っ
た
が
「
会
社
の
パ
ッ

大きな現場を自分の力で

2 朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日
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CsUser0
建設工業新聞


